
平
成
19
年
に
始
ま
っ
た
「
福
津
市
総
合
計
画
」

（
平
成
19
～
28
年
、
実
質
29
年
ま
で
延
長
）
に

続
い
て
、
「
第
２
次
福
津
市
総
合
計
画
」
（
平

成
30
～
39
年
）
の
策
定
が
平
成
29
年
度
に
始
ま

り
、
同
時
に
そ
の
一
環
と
し
て
、
各
地
域
が
行

動
計
画
「
郷
づ
く
り
計
画
」
を
作
る
指
針
と
な

る
べ
き
「
郷
づ
く
り
基
本
構
想
」
の
策
定
が
始

ま
り
ま
し
た
。
丁
度
市
長
交
代
な
ど
が
あ
っ
て
、

当
初
の
計
画
よ
り
半
年
な
い
し
１
年
の
遅
れ
で

推
移
し
、
「
郷
づ
く
り
基
本
構
想
」
は
こ
の
３

月
に
、
「
第
２
次
総
合
計
画
」
は
９
月
ま
で
に

ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

平
成
28
年
11
月
に
神
興
東
・
神
興
両
郷
づ
く

り
会
長
連
名
で
、
「J
R

東
福
間
駅
周
辺
の
公
共

施
設
の
有
効
活
用
と
活
性
化
」
に
つ
い
て
請
願

を
出
し
、
市
議
会
で
採
択
さ
れ
、
市
長
へ
届
き

ま
し
た
。
「
第
２
次
総
合
計
画
」
で
は
請
願
を

念
頭
に
、
東
福
間
駅
周
辺
地
域
を
あ
ら
た
め
て

地
域
拠
点
と
位
置
づ
け
確
認
し
、
活
性
化
を
目

指
す
基
本
的
な
事
業
な
ど
を
定
め
、
当
地
区
が

「
郷
づ
く
り
神
興
東
」
「
郷
づ
く
り
神
興
」
の

両
地
区
に
関
わ
る
た
め
、
両
「
郷
づ
く
り
」
で

合
同
の
委
員
会
を
つ
く
り
、
平
成
30
年
度
か
ら
、

よ
り
具
体
的
な
「
郷
づ
く
り
計
画
」
と
し
て
ま

と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
「
郷
づ
く
り
基
本
構
想
」
を
指
針
と

し
て
「
郷
づ
く
り
神
興
東
」
の
次
期
「
郷
づ
く

り
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

１
月
13
日
（
土
）
津
丸
公
民
館
に
お
い
て
恒

例
の
「
郷
づ
く
り
神
興
東
・
新
春
交
歓
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

原
﨑
智
仁
市
長
、
松
田
美
幸
副
市
長
、
柴
田

幸
尚
教
育
長
他
の
市
関
係
者
を
来
賓
に
迎
え
、

郷
づ
く
り
関
係
者
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

福
間
東
、
「
郷
づ
く
り
神
興
東
」
関
係
者
な
ど

が
参
加
し
て
、
全
体
的
な
交
流
が
行
わ
れ
ま
し

た
。普

段
、
市
長
、
副
市
長
や
教
育
長
と
話
す
機

会
な
ど
は
殆
ど
な
く
こ
の
機
会
を
と
ら
え
て
会

話
は
弾
ん
だ
よ
う
で
す
。
ま
た
今
回
は
昨
秋
に

就
任
さ
れ
た
松
田
副
市
長
と
も
直
接
話
す
こ
と

が
で
き
、
特
に
女
性
陣
は
、
女
性
副
市
長
を
迎

え
た
こ
と
で
、
励
起
さ
れ
、
今
後
の
郷
づ
く
り

神
興
東
の
活
動
が
一
段
と
活
発
に
な
る
と
期
待

さ
れ
ま
す
。
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「
郷
づ
く
り
基
本
構
想
」
「
郷
づ
く
り
計
画
」

東
福
間
駅
周
辺
地
区
（
地
域
拠
点
）
は
、
学

校
や
保
育
園
等
の
子
育
て
環
境
が
整
っ
て
お
り
、

子
育
て
世
帯
等
の
若
い
世
帯
の
定
住
促
進
に
よ

る
活
性
化
を
目
指
す
。

【
主
な
事
業
な
ど
】

❍

未
利
用
地
の
活
用
等
に
よ
る
駅
周
辺
整
備

の
検
討
及
び
推
進

❍

交
通
結
節
点
と
し
て
の
機
能
充
実

❍

駅
周
辺
の
住
宅
地
の
再
生

東福間駅周辺

東部下水処理場跡

若木台第１処理場跡

郷づくり神興東・新春交歓会（津丸公民館）


